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研究成果の概要（和文）：本研究は、南ブーゲンヴィル（パプアニューギニア）の危機言語であるバイツィ語の現地調
査を行い、基礎言語データと社会言語学的情報を収集しデータベース化するとともに、その文法記述を行うことを目的
とした。またその近隣言語の比較データも収集し、南ブーゲンヴィル諸語の歴史的再構に関する分析を進めることを目
指した。前者については、バイツィ語の基礎語彙や形態データ、ナラティブ、社会言語学的情報を収集・分析すること
ができた。また後者については、おもにナゴヴィシ・シベ語の比較語彙データの音韻分析が進んだ。現在、これらのデ
ータ分析に基づき、モノグラフおよび論文を準備中である。

研究成果の概要（英文）：This project aimed to conduct fieldwork on Baitsi, an endangered language of 
south Bougainville, in order to collect basic language data and socio-linguistic information for writing 
a descriptive grammar of the language. It also aimed to collect and analyse comparable data of 
neighbouring languages to advance diachronic study of the South Bougainville family. As regards the 
former, we could collect and analyse basic vocabulary, morphological data and some narratives, and some 
socio-linguistic information. As regards the latter, we could particularly advance the phonetic and 
phonological analysis of the Nagovisi-Sibe language. We are in the process of producing a monograph and 
an article based on the analysed data.

研究分野： 言語学

キーワード： 危機言語　ブーゲンヴィル
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１．研究開始当初の背景 
 バイツィ語は、メラネシア島嶼部の中核
に位置するブーゲンヴィル島の南部地域で
話されている、500 人前後の話者数をもつ
少数言語である。多くの話者が、地域共通
語のトクピシン語のほか、周辺のモトゥナ
語、ナゴヴィシ・シベ語、オーストロネシ
ア語族のバンノニ語との多言語併用者であ
る。これら周辺言語に圧迫されて、その話
者数は急激に減少しつつあり、その意味で
バイツィ語は緊急に記録・記述の必要な消
滅の危機に瀕する言語である。 
 Ross (2001) は、代名詞の分析に基づいて、
モトゥナ語、ブイン語、ナゴヴィシ・シベ
語、ナーシオイ語の 4 言語が同一語族（南
ブーゲンヴィル語族）を形成すると主張し
た。しかしバイツィ語はこの論文では扱わ
れていない。SIL（夏期言語協会）の分類で
は、バイツィ語は “sublanguage” として扱
われている。このように、基礎データがな
いことが主な理由で、この言語の位置づけ
はあいまいなままである。大西（2010）は、
これまでに収集したデータの分析の結果、
この言語が音韻的に見てナゴヴィシ・シベ
語とモトゥナ語のちょうど中間的な特徴を
持ち、どちらの言語とも異なる独立した言
語として扱うに足る重要な特徴を持つこと
を指摘した。この言語の詳細なデータは南
ブーゲンヴィル語族の再構に不可欠であり、
類型論的にも興味深い問題を提供する。 
 以上の認識に立ち、大西は、連携研究者
1 名、国内研究協力者 1 名、海外研究協力
者 2 名の協力のもと、現地調査を行い、バ
イツィ語の記述研究と、南ブーゲンヴィル
語族再構の研究を進めるための基本データ
を収集することを目指した。 
 
２．研究の目的 
（1）南ブーゲンヴィル（パプアニューギニ
ア）の危機言語であるバイツィ語の現地調
査を行い、基礎言語データ、および話者人
口・地理的分布・他言語との併用状況など
の社会言語学的情報を収集し、データベー
ス化するとともにその文法記述を行う。 
 
（2）バイツィ語の近隣言語であるナゴヴィ
シ・シベ語の比較データも収集し、これま
でに収集が済んでいるモトゥナ語の資料と
合わせて、南ブーゲンヴィル諸語の歴史的
再構に関する分析を進める。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、大西正幸（研究代表者）、寺村
裕史（連携研究者）、稲垣和也（国内研究協
力者）、Therese Minitong Kemelfield (オース
トラリア在研究協力者)、Rebecca Maniako 
（パプアニューギニア在研究協力者）の 5
名によって構成された。 
 
（1）バイツィ語の言語データ・社会言語学

的情報の収集と分析 
 大西とバイツィ語話者の Maniako が、
Maniako の故郷であるビケイ村での現地調
査を通してバイツィ語の基礎データや社会
言語学的情報の収集および分析を進めた。
また Kemelfield と稲垣和也は、大西と
Maniako の現地調査の補佐を行った。 
 言語データは、年配の話者をおもな対象
として、基礎語彙、動詞および親族名称名
詞のパラダイム、個人史や民話などのナラ
ティブの音声データを収集した。また地域
の小学校の識字教育担当の教師から、識字
教育用の教材を収集、その音声録音も行っ
た。さらに、これらのインフォーマントへ
のインタビューを通して、話者分布や言語
併用などについての社会言語学的情報を収
集した。また、GPS を用いてビケイ村周辺
の地理情報の収集も行った。 
 言語データの分析は、Maniako とその両
親・姉妹、および Kemelfield の協力を得た。 
 
（2）隣接言語の言語データの収集と分析 
 稲垣は、隣接言語ナゴヴィシ・シベ語の
四つの主要な方言に関する比較基礎語彙の
音声データを収集した。収集は、毎年一度、
ランバラム村およびアガバイ村での集中的
な現地調査を通して行った。現在その音
声・音韻分析を進めている。 
 
 なお、寺村と稲垣は、収集された地理情
報の整理と分析を行うとともに稲垣と協力
してウェブ上の公開の責任を負う予定であ
ったが、下の 4(3)に述べる理由で、この目
的を果たすことはできなかった。 
 
４．研究成果 
（1）バイツィ語の言語データ・社会言語学
的情報の収集と分析 
 十分な言語データが収集でき、現在英語の
簡易記述文法を執筆中である。母音の音韻体
系と動詞のパラダイムの分析に問題を残し
ており、メールなどを通して Maniako の協
力を得ながら分析を続けている。 
 社会言語学的情報は、住民たちの居住形
態が内戦およびその後の状況によって大き
く変わり、短期の調査による直接の情報収
集が困難なことがわかったため、地域の二
つの小学校の識字教育担当の教員のインタ
ビューを通して、それぞれの地域のおおま
かな話者数や言語併用状況についての間接
的な情報を収集した。 
 これらの調査を通して収集した言語デー
タの分析結果は、図書②③および口頭発表
⑤⑥に、また社会言語学的分析は、論文①
②、図書①、および口頭発表①②⑦に生かさ
れた。 
 
（2）隣接言語の言語データの収集と分析 
 稲垣のナゴヴィシ・シベ語の音声・音韻デ
ータの収集と分析が進み、バイツィ語、およ



びすでに収集・分析済みのモトゥナ語の基礎
語彙との比較が可能になった。稲垣は、現在、
ナゴヴィシ・シベ語の音声・音韻分析をめぐ
る論文を準備中である。なお、この調査・分
析に関しては、口頭発表③④で報告した。 
 
(3）今後の課題と展望 
 バイツィ語地域の方言地図作成に向けて
の地理情報を集める予定であったが、先に述
べたように、内戦等の影響で住民の伝統的な
居住形態が大幅に変わっていたため、限られ
た調査期間で組織的に情報を集めることを
諦め、ビケイ村およびその周辺の地理情報
を記録するにとどめた。また当初予定して
いたウェブ上の公開も、ブーゲンヴィル独立
前のこの時期に情報公開することによって、
政治的な問題が生じる恐れがあるため、今回
は断念した。これらは、今後解決すべき課題
である。 
 今回の研究によって、これまで十分な言語
データがなかったバイツィ語とナゴヴィ
シ・シベ語諸方言の、豊富な基礎データを得
ることができた。これらの分析を通して、南
ブーゲンヴィル語族の比較言語学的研究や
類型論研究を一歩前進させることが可能に
なった。今後、ナーシオイ語諸方言とウイサ
イ語のより詳細なデータを得ることによっ
て、南ブーゲンヴィル語族の総合的な分析が
達成できるものと思われる。 
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